
古紙配合率100％再生紙を使用 環境にやさしい大豆インキを使用 
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毎月1日発行 
 

第8次幸田町行政改革大綱（※集中改革プラン）
を策定しました
　職員一人ひとりが意識を改革し、地方分権の趣旨に沿った自主自立の意識を町民とともに共有することを目標に、町
民のための行政であるために次のとおり行政改革を進めていきます。（実施期間：平成18年度～平成20年度）
�　行政改革の必要性
　地方分権社会となった今、地域の「自主性、自立性」を発揮すべく、行政の進め方を顧客満足度重視に切り替え、行
政に携わる職員のこれまでの常識や慣習を断ち切る必要があります。
�　基本視点
　�　幸田町の厳しい財政状況を考慮した取り組みであること。
　�　町民の視点に立った効率的な行政システムであること。
　�　事業の見直し改善は、ゼロの見地に立って厳しく臨むこと。
�　具体的な取り組み
　�　コスト意識と顧客志向の行政

　職員一人ひとりにコスト意識を醸成し、最少の経費で最大の効果を挙げるよう不断の努力を続け、コスト意識
と町民満足度の高いまちづくりを目指します。

 ・行政評価システムの推進 ・民間経営手法の活用
 ・民間委託等の推進 ・庁内組織機構の見直し
 ・給与適正化の推進 ・定員管理適正化の推進
 ・総人件費の抑制
　�　迅速･利便性のある開かれた行政
   ＩＴをフルに活用し、町民に開かれた行政を目指します。
 ・幸田町ホームページの充実 ・行政サービスの電子化
 ・広域情報化の推進 ・ＯＡ研修の充実
　�　町民と町が協働する行政

  町民の安全、安心を確保するため、行政と町民、企業が協働する行政を目指します。
 ・ボランティア活動の支援 ・防災情報の提供と体制整備 
 ・地域型の防災訓練の誘導推進
　�　町民に信頼される行政

  信頼される職員の人材育成に努め、町民に信頼される行政を目指します。
 ・職員の顧客志向への意識改革 ・人材の育成
 ・給与制度の改革 ・女性職員の幹部登用
※集中改革プランとは、総務省から平成17年3月29日付けで「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな指
針」が示され、平成17年度策定から平成21年度までの5年間で改革項目を限定し推進する計画。
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